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出発は、とてもちぐはぐでした。 

 

22:45 東京  →( 特急かいじ) 

0:40-2:18 甲府  →( ムーンライト信州 ) 

4:31-4:45 松本  →( 松本電鉄 ) 

5:09-5:20 新島々 →( アルピコ) 

6:10 中の湯  

 

 

こうして、なんだかんだで最近、寝不足続きの山行が続いている。おかしいなぁ…  

 

 

 

【2013.8.10】 

 

さて、中の湯バス停で下りたのは 3 人。そのうち 1 人は、なんと中の湯から不知火 (日本海 )まで 9 日で縦

走計画(テント泊 )を立てていた強者。なぜだか刺激を受け、パワーをもらった気分。よし、おれもがんばろ

う、久々の北アルプス  

 

(注 )北アは 2005 年から毎年最低 1 回は登っていたのに、昨年は実現できなかったので、一応、久々な気

分でした。 

 

 

 

それにしても北ア縦走を 9 日 !? ちょっと頑張りすぎな気がする。今夜は西穂山荘泊まりそうだが、その後

は…。自分で数えてもやはり 13 泊はほしいところ… うーん。。。 
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ちなみに、中の湯バス停といえば、 

 

 

 

この秘湯、いつかは入ってみたいねぇ  

 

 

 

 

さて、中の湯バス停付近にあるはずだった登山道は、崩落のため通行止め。登山道入口は完全にふさが

れていた。 

 

そのため、ここから中の湯旅館近くの登山口に移動。しばらくはダラダラと車道歩きなのだが、約 35 分歩

いたところで、思い切って中の湯旅館の敷地内に入ると、 

 

 

 

旅館入り口の右横に延びるのが登山道。ここから 5 分登ると、再度車道にぶつかり 

 



 

 

駐車場。車の方は、ここまで上がってこれるようです  

 

 

 

 

焼岳は家族連れ等もたくさん。ここの登山道は、急登と緩やかな登りの繰り返し。休憩ポイントがないの

で、各自のペースで歩くのみでしょう  また、小広場のような場所が下広出合 (特に目印はない)。ここか

ら中の湯バス停方面の登山道もかつてはあったようだが、この日はロープでふさがれていた。  

 

 

 

森林限界を超え始めると、ゴツゴツの岩場。風通しもよくなり、硫黄のにおいが鼻をかすめる。道行く子供

たちは「臭いよ･･･」とつぶやいていている  

 

 

 



 

 

見上げれば、焼岳特有の噴煙か、はたまたただのガスなはず !? 

 

 

 

稜線に出たところ(焼岳の北峰と南峰の中間点 )で、休憩一本。 

 

 

 

焼岳火口。正賀池。 

 

 

 

焼岳南峰  (ここは基本的に通行禁止区域） 



 

そして、 

 

 

 

焼岳北峰。あいかわらず、噴煙なのか、ただのガスなのか、もくもくと立ち昇っている。それを見届けたとこ

ろで、いざ山頂 ! 

 

 

 

 

以前、ジャンダルム付近から焼岳を見下ろしたことがあるので、逆にここからジャンダルム付近を見上げた

かったのだが、ジャンダルム様のガスの中にお隠れになっている様子。残念。 

 

 

 



 

 

ここから焼石小屋までは、かなり急な下り。 

 

 

 

下りの途中で振り返った焼岳。一山超えた気分  

 

 

 

岩場の陰からは、噴煙が噴出している!! 

 

 

 

 



焼石小屋は小さな小屋だが、上高地から登ってくる登山客も多いようで、登山客のたまり場となっていた。

ただ ww は、ここから西穂山荘へ向かうルートへ。 

 

 

 

ただ、この焼石小屋～西穂山荘ルート、出会ったのは 3 人だけ。土曜日でこの人数なのだから、よっぽど

ここはマイナーな登山道なのかもしれない。基本的には樹林帯。登山道ははっきりしていて迷うことはない

が、一部登山道が痩せていて崖側に滑り落ちそうな場所もある。さらにアップダウンも多く、正直自分もこ

こをもう一度歩きたいとは思えない。。。  

 

 

 

おまけに、サル軍団も。。。 

 

 

標識などもほぼなく、自分が今どこを歩いているのか自信がなくなるが、唯一あった人工物がこれ。  

 

 

 

「槍見台」の看板。 

 



 

 

ここからは、梓川や、上高地が見下ろせる。晴れていれば、奥穂もよく見えたのだろう…。 

 

 

 

 

その後も樹林帯が続き、西穂山荘付近に近づいたところで、急に看板が増えてくる。山荘までの登りつめ

たら、山荘前は、ものすごい人 !！ さすがは西穂。 

 

 

 

そして、この瞬間  

 

 

 

 

 

記録更新  

 

 

 

 

北ア「焼岳～朝日岳」までの縦走路がつながる!!  

 

 

 

 

というわけで、お祝いに 



 

 

 

ブルーベリーヨーグルト味 ! 

 

 

 

(単独で、もの淋しいお祝いでしたが…  でもやっぱり自分を褒めてあげよう。えへ ) 

 

 

 

 

 

ただ、いつまでも感慨に耽っている余裕はなく…、上高地へ下る。この下りがまた、えらく急だった。久々の

アルプスだからか、膝もびっくりしていたが、リズムをつけて下ったところで、 

 

 

 

上高地～! 

 



 

 

穂高様はやっぱり恥ずかしがっているようで。残念。 

 

 

 

6:25 中の湯バス停  

7:05 中の湯旅館 (登山口) 

7:12-7:25 駐車場(2 つ目の登山口 ) 

8:30 下堀出合  

9:15-9:25 稜線出合  

9:35-9:40 焼岳 (北峰 )  

10:25-10:30 焼石小屋  

11:25-11:30 割谷山付近 (!?) 

12:05-12:10 槍見台  

12:45-12:55 2242m ポイント付近 (!?) 

13:20-13:35 西穂山荘  

14:55-15:10 登山口付近  

15:25 田代橋  

15:45 上高地ビジターセンター 

 

 

 

 

 

そして、上高地ビジターセンターのコインシャワーで、簡単にさっぱり。温泉に入れる時間に間に合わなか

ったのが悔しいが、今回は目標 (縦走路をつなぐこと)が達成できたので、これでよしとしよう  

 


